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一升餅レース

ストライダーレース

子ども縁日もちまき

個人の部優勝「花舞」

団体の部優勝「琉球の舞」 着ぐるみ相撲美足コンテスト

　

足
寄
の
夏
を
彩
る
「
第
38
回
足
寄
ふ
る
さ

と
盆
踊
り
・
両
国
花
火
大
会
」（
実
行
委
員

会
主
催
）
が
８
月
15
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
と
利
別
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
、
町
内
の

他
、
道
内
外
か
ら
約
２
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
町
青
年
連
絡
協
議
会
（
濱
下

賢
也
会
長
）
に
よ
る
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
ミ
ニ

ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
着
ぐ
る
み
相
撲
の
他
、

ス
プ
レ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
越
後
谷
勇
樹
さ
ん

に
よ
る
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
一
升
餅

レ
ー
ス
、
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
レ
ー
ス
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
開

催
さ
れ
た
「
美
足
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
11
人

の
足
自
慢
が
参
加
。
よ
り
す
ぐ
り
の
美
足
に
、

ス
テ
ー
ジ
の
周
り
か
ら
は
歓
声
が
沸
き
起
こ

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
足
子
連
に
よ
る
ボ

ー
ル
す
く
い
な
ど
の
子
ど
も
縁
日
も
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
子
ど
も
達
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

仮
装
盆
踊
り
に
は
、
個
人
の
部
に
18
人
、

団
体
の
部
に
11
団
体
が
出
場
。
ア
ニ
メ
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
や
人
気
お
笑
い
芸
人
な
ど
、
趣

向
を
凝
ら
せ
た
衣
装
で
観
客
の
目
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

　

両
国
花
火
大
会
で
は
、
昨
年
度
誕
生
し
た

新
生
児
を
祝
う
「
こ
ど
も
の
た
め
に
花
火
を

あ
げ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
55
発
を
含
む

８
０
５
５
発
の
花
火
が
足
寄
の
夜
空
を
照
ら

す
と
、
詰
め
掛
け
た
観
客
か
ら
は
拍
手
と
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り

両
国
花
火
大
会
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職員の給与に関してご不明な点は、役場総務課職員担当までお問い合わせください。

☎２５－２１４１（内線３２３）

■級別職員数（一般行政職）
（平成28年４月１日現在）

区 分 標準的な職務 職 員 数

６ 級
課　長

参　事
  8人

５ 級
室　長

主　幹
21人

４ 級 主　査 27人

３ 級 主　任 14人

２ 級
主　事

技　師
  7人

１ 級
主　事

主事補
14人

計 91人

・区分は足寄町給与条例によります。
・標準的な職務内容とは、それぞれの級の
　代表的な職務です。

■期末・勤勉手当支給率
（平成28年４月１日現在）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 加　算　措　置

足寄町

６月 1.225月分 0.8月分

有 役職による加算12月 1.375月分 0.8月分

計 2.6月分 1.6月分

国

６月 1.225月分 0.8月分

有 役職による加算12月 1.375月分 0.8月分

計 2.6月分 1.6月分

■職員の主な手当の状況

（平成28年４月１日現在）

手当の名称 内容および支給（額）単価

扶 養 手 当 

配偶者 13,000円

扶養親族１人につき 6,500円

配偶者のいない扶養親族１人目� 11,000円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで

の子１人につき 5,000円加算

住 居 手 当

家賃の額に応じ25,500円を限度に支給

持家の場合

（町内に所在するものに限る）
16,000円

通 勤 手 当

交通機関利用者

　運賃の額55,000円を限度に支給

自動車等利用者　片道２㎞以上

　距離に応じ2,000～31,600円支給

管理職手当
課長等の職　給料月額×12％

室長等の職　給料月額×10％

寒冷地手当

基準日に在職する職員に支給

世帯主　扶養親族あり 131,900円

　　　　扶養親族なし 72,900円

その他の職員 51,700円

■年齢別職員構成の状況
（平成28年４月１日現在）

区　分 職員数 区　分 職員数 区　分 職員数

20歳未満   3人 32～35歳 21人 48～51歳   35人

20～23歳 12人 36～39歳 26人 52～55歳   24人

24～27歳 14人 40～43歳 36人 56～59歳   24人

28～31歳 15人 44～47歳 30人 60歳以上     0人

合　計 240人

用語解説
給　　与＝勤務の対価として職員に支払われる

給料、手当など
給　　料＝給与から手当を除いたもの
普通会計＝収益事業・公営企業を除いた特別会

計と一般会計の合計
類似団体＝人口および第２次・第３次産業人口

比率の類似している団体
一般行政職＝税務職、福祉職、医療職、看護保健

職、企業職、技能労務職以外の職

職員の給与などを
公表します

町民の皆さんに町職員の給与などについて、

その内容をご理解いただくために、あらまし

をお知らせします。

なお、町ホームページ（http://www.town.

ashoro.hokkaido.jp）でもご覧いただけます。

■人件費の状況（普通会計）

年　　　　　度 平成27年度

歳 出 総 額 9,235,920千円

人 件 費 1,266,014千円

人 件 費 率 13.7％

人件費のうち職員給与 877,505千円

職 員 給 与 比 率 9.5％

人件費には、議会議員や非常勤特別職の報酬、町長
など特別職の給与、職員の給与、退職手当組合負担
金などが含まれています。

■職員の初任給の状況
（平成28年４月１日現在）

区　　　　　　　分 給 料 額

一般行政職

大学卒
足寄町 178,200円

国 176,700円

高校卒
足寄町 146,100円

国 144,600円

■特別職等の報酬等の状況
（平成28年４月１日現在）

区 分 給　　料 期　 末　 手　 当

町　長 740,000円 ６月期　給料月額×2.025月分

副町長 610,000円 12月期　給料月額×2.175月分

教育長 560,000円 　　　　計� 4.2月分

■議会議員の報酬等の状況
（平成28年４月１日現在）

区 分 報　 酬 期　 末　 手　 当

議　長 278,000円 ６月期　報酬月額×2.025月分

副議長 223,000円 12月期　報酬月額×2.175月分

議　員 179,000円 　　　　計� 4.2月分

■退職手当の支給率
（平成28年４月１日現在）

区　分 勤 続 年 数 自 己 都 合 勧奨・定年 そ の 他 の 加 算

足 寄 町

勤続20年 20.445月分 25.55625月分 ・定年前早期退職特例措置

勤続25年 29.145月分 34.5825月分 　２～30％加算

勤続35年 41.325月分 49.59月分 ・勧奨による退職時特別昇給

最高限度 41.59月分 49.59月分 　８～12号給

国

勤続20年 20.445月分 25.55625月分 ・定年前早期退職特例措置　

勤続25年 29.145月分 34.5825月分 　２～45％加算

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度 41.59月分 49.59月分

■職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与
月額の状況

（平成28年４月１日現在）

区　分
一　般　行　政　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

足 寄 町 42.1歳 321,500円 368,297円

類似団体 41.8歳 307,432円 336,977円

国 43.6歳 331,816円 410,984円

平均給与月額には時間外勤務手当と特殊勤務手当を含
んでいません。これは、国家公務員の公表数値にこれ
ら手当が含まれていないため、同じ算出方法で比較す
るために除いているものです。
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

　「社会を明るくする運動」（町防犯協会主催、

後藤次雄会長）がフクハラ足寄店とＡコープ

足寄店の店頭などで行われました。同会の会

員や本別地区保護司会足寄町分会の会員らが

参加し、ウェットティッシュなどが入った啓

発グッズを、訪れた買い物客に手渡しながら

犯罪や非行の防止を訴えました。

明るいまちづくり

優勝を報告

北海道中学校水泳大会

　７月28日～30日に札幌市で開催された第38

回北海道中学校水泳大会で、同校の女子が４

００メートルフリーリレーで優勝、総合優勝

も果たしました。青木梨奈さ
ん（３年）は「誰

か一人の力ではなく、今までみんなで支え合

ってきた成果でうれしいです」と選手を代表

してあいさつしました。

健闘を誓う
　水泳と陸上、卓球で全道大会に出場する足

寄中学校（長江教貴校長）の生徒20人が町教

育委員会を訪れ、藤代和昭教育長に出場報告

をしました。生徒たちは「支えてくれている

保護者や先生方に感謝してレースに挑みたい」

「最後の中体連なので、悔いのないよう頑張

りたい」と力強く抱負を述べました。

成年後見制度を学ぶ
　成年後見制度を多くの方に理解してもらお

うと「講談で学ぶ成年後見制度」があしょろ

銀河ホール21で開催され、１００人が来場し

ました。講談師の神田織音さ
んは、釈台（しゃ

くだい）と呼ばれる小さな机に、時折張り扇

を叩きながら、成年後見制度にまつわる実話

をもとにした４つの講談を披露しました。

7/20

7/20

8/18

7/21

練習の成果を披露

　台風による風水害、大規模地震などの自然

災害に備え、地域の災害対応力向上を目的と

して茂足寄自治会（野崎一之会長）が防災倉

庫、防災用資材を整備しました。これは、宝

くじ社会貢献広報事業として、宝くじの受託

事業収入を財源に実施しているコミュニティ

助成事業で整備したものです。

災害に備える

もっと強くなる！
　将棋に触れ、親しんでもらうことを目的と

した「将棋を楽しむ会」（足寄将棋同好会主催、

全４回）が町民センターで開催され小学生ら

17人が参加しました。子どもらは同会の講師

から駒の進め方や効果的な攻め方などを教わ

った他、大人も交えて自由対局が行われ会場

では熱戦が繰り広げられました。

地域で支え合う
　町高齢者等複合施設「むすびれっじ」が町

消防団協力事業所に認定され、表示証が足寄

消防団奥泉圀博団長から手渡されました。今

回の認定を受けて、同施設を管理、運営する

社会福祉協議会の國見勲会長は「今後も関係

機関と協力し合いながら、地域の防災活動に

努めていきたい」と語りました。

　町文化協会（細野博文会長）主催による芸

能発表会が町民センターで開催され、同協会

に加入する21団体延べ１５０人が出演しまし

た。出演者たちは、民謡やカラオケ、舞踊な

ど日頃の練習の成果を披露し、会場に詰め掛

けた１５０人の観客からは大きな拍手や歓声

が送られました。

7/30

8/1

8/4

7/31
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開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
事
業

社
会
体
育
事
業

講座や多彩なイベントが予定されています

Vol.109

●
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

第
24
回
足
寄
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

主　

催　

足
寄
町

　
　
　
　

足
寄
町
生
涯
学
習
推
進
本
部

期　

間　

10
月
１
日
㈰
～
11
月
30
日
㈭

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

　
　
　
　

町
内
の
生
涯
学
習
関
連
施
設

※
町
民
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
生
涯
学
習
に

関
す
る
事
業
が
多
数
行
わ
れ
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

子
育
て
・
家
庭
教
育

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」

開
催
日　

９
月
12
日
㈫　

10
月
19
日
㈭

　
　
　
　

11
月
16
日
㈭　

12
月
14
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日　

９
月
26
日
㈫　

10
月
24
日
㈫

　
　
　
　

11
月
28
日
㈫　

12
月
19
日
㈫

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日　

10
月
26
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

改
修
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
と
施
設
の
一

部
を
図
書
館
化
す
る
こ
と
を
中
核
と
し
た
改

修
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
工
事
は
、
図
書
館
部
分
の
中
核

と
な
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
の
各
室

の
移
設
工
事
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
正
面
玄
関
ス
ロ
ー
プ
の
改
修
と

生
活
実
習
室
の
移
設
工
事
、
電
気
受
電
施
設

の
取
り
替
え
な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
工
事
の
関
係
で
１
階
の
廊
下
に
は
仮
設

の
壁
が
設
置
さ
れ
、
か
な
り
狭
く
な
っ
て
お

り
、
歩
行
に
支
障
を
き
た
す
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
同
時
に
、
作
業
に
伴
う
工
事
音
が

か
な
り
大
き
く
響
く
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者

に
ご
不
快
な
思
い
や
ご
不
便
を
お
か
け
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
図
書
館
化
工
事
の
た
め
、
現
在
の

図
書
室
、
子
ど
も
図
書
室
は
、
９
月
19
日
㈫

を
も
っ
て
閉
館
し
ま
す
が
、
10
月
２
日
㈪
か

ら
臨
時
図
書
室
を
開
設
し
対
応
し
ま
す
（
詳

細
は
、
11
ペ
ー
ジ
の
図
書
室
か
ら
の
お
知
ら

せ
等
を
参
照
く
だ
さ
い
）。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
さ
ら
に

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
施
設
利
用
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
早
め
に
施
設
受
付
担
当
者
に
確
認
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
工
事
実
施
に
は
、
施
工
業
者
が
安
全
に
十

分
な
配
慮
を
し
て
い
ま
す
が
、
危
険
で
す

の
で
工
事
箇
所
へ
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
第
38
回
足
寄
町
女
性
の
つ
ど
い

●
第
38
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
兼

　

第
23
回
町
民
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

開
催
日　

10
月
９
日
（
月
・
祝
日
）

集　

合　

参
加
者
は
午
前
８
時
30
分
ま
で

場　

所　

里
見
が
丘
陸
上
競
技
場
ほ
か

内　

容　

マ
ラ
ソ
ン
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
１
㎞
・

２
㎞
・
３
㎞
・
５
㎞
）

　
　
　
　

※
自
由
広
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
改
修

工
事
に
よ
り
、
コ
ー
ス
の
一
部

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

※
今
年
か
ら
足
寄
高
校
生
の
部
が

加
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
出
合
い
の
森
）

対　

象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室

開
催
日　

10
月
３
日
㈫
～
10
月
31
日
㈫

　
　
　
　

毎
週
火
曜
日
全
５
回

時　

間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

所　

総
合
体
育
館

内　

容　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
　
　
　

※
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に
合
わ
せ
体

を
動
か
し
ま
す
。

対　

象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

主　

催　

女
性
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

日　

時　

11
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容　

基
調
講
演
、
赤
十
字
バ
ザ
ー
ル
等

講　

師　

堀
尾　

正
明
さ
ん

�

（
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
）

演　

題

　

ご
近
所
か
ら
始
ま
る
！
男
女
共
同
参
画

　

「
ま
ち
で
輝
く
女
と
男
」

そ
の
他　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
自
治
会
回
覧

等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

９
月
21
日
㈭
～
10
月
３
日
㈫

　
　

防
火
週
間
作
品
展

10
月
６
日
㈮
～
18
日
㈬

　
　

足
寄
中
学
校
学
校
祭
作
品
展

11
月
10
日
㈮
～
11
月
14
日
㈫

　
　

足
寄
町
文
化
祭
作
品
展

　

（
多
目
的
ホ
ー
ル
特
設
会
場
に
て
開
催
し

ま
す
）

11
月
29
日
㈬
～
12
月
11
日
㈪

　
　

小
中
学
校
作
品
展

12
月
14
日
㈭
～
25
日
㈪

　
　

健
康
づ
く
り
ロ
ビ
ー
展

※
出
展
希
望
者
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８
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募
集
し
ま
す

秋
の
夜
長
を
博
物
館
で

　

今
年
も
真
っ
暗
な
博
物
館
の
展
示
室
を
探

索
す
る
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
夜
の
博
物

館
）
を
10
月
28
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。

　

足
寄
博
物
館
の
束
柱
類
は
、「
立
つ
」
か

ら
「
泳
ぐ
」
展
示
に
変
わ
り
は
じ
め
ま
し
た
。

懐
中
電
灯
の
光
に
浮
か
び
上
が
る
泳
ぐ
デ
ス

モ
ス
チ
ル
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
「
デ
カ
ミ
ニ
発
掘
」
体

験
も
、
何
が
出
る
か
お
楽
し
み
に
。

※
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
午
後
６
時
か

ら
（
受
け
付
け
は
午
後
７
時
30
分
ま
で
）

開
催
し
ま
す
。
時
間
内
に
玄
関
か
ら
「
デ

ス
モ
ス
チ
ル
ス
ホ
ー
ル
」
へ
お
入
り
く
だ

さ
い
。
必
ず
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

詳　

細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

動
物
化
石
博
物
館
情
報

図
書
室
を
閉
館
し
ま
す

　

図
書
室
お
よ
び
子
ど
も
図
書
室
は
、
町
民

セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
に
伴
い
、
９
月
19
日
㈫

を
も
っ
て
閉
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
２
日
㈪
か
ら
は
、
町
民
セ
ン

タ
ー
２
階
の
生
産
関
連
団
体
連
絡
室
を
仮
の

図
書
室
と
し
て
臨
時
的
に
開
設
し
ま
す
。

　

臨
時
図
書
室
は
、
非
常
に
狭
く
多
く
の
本

を
開
架
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
新
刊

本
を
中
心
に
開
架
し
ま
す
。
ま
た
、
閲
覧
机

が
置
け
な
い
の
で
、
本
を
ゆ
っ
く
り
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
の
貸
し
出
し
、
返
却
は
通
常
通
り
行
う

予
定
で
す
が
、
開
架
し
て
い
な
い
本
の
貸
し

出
し
に
は
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
臨
時
図
書
室

開

館

日　

通
常
通
り

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

火
・
木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

※
児
童
館
内
の
図
書
室
分
室
は
、
通
常
通
り

開
館
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日　

９
月
16
日
㈯　

10
月
21
日
㈯

　
　
　
　

11
月
18
日
㈯　

12
月
16
日
㈯

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
中
学
年

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

10
月
28
日
㈯　

11
月
25
日
㈯

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場　

所　

児
童
館
（
図
書
室
分
室
）

　
　
　
　

※
会
場
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

９
月
６
日
㈬　

10
月
４
日
㈬

　
　
　
　

11
月
１
日
㈬　

12
月
６
日
㈬

時　

間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場　

所　

児
童
館
（
図
書
室
分
室
）

　
　
　
　

※
会
場
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対　

象　

乳
幼
児
～
幼
児

詳　

細　

「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

新

刊

案

内

●
一
般
書

影
裏�

沼
田　

真
佑

�

（
第
１
５
７
回
芥
川
賞
受
賞
作
）

Ａ
Ｘ�

伊
坂
幸
太
郎

ネ
タ
元�

堂
場　

瞬
一

ジ
ャ
パ
ン
・
ト
リ
ッ
プ�

岩
城　

け
い

決
戦
！
関
ヶ
原
２�

葉
室　

麟
ほ
か

濱
地
健
三
郎
の
霊
な
る
事
件
簿

�

有
栖
川
有
栖

君
が
夏
を
走
ら
せ
る�

瀬
尾
ま
い
こ

と
る
と
だ
す�

畠
中　
　

恵

暗
闇
の
ア
リ
ア�

真
保　

裕
一

標
的�

真
山　
　

仁

福
袋�

朝
井
ま
か
て

銀
河
の
通
信
所�

長
野
ま
ゆ
み

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
神
喜
劇�

万
城
目　

学

横
濱
エ
ト
ラ
ン
ゼ�

大
崎　
　

梢

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る�

井
上　

荒
野

増
山
超
能
力
師
大
戦
争�

誉
田　

哲
也

じ
ご
く
ゆ
き
っ�

桜
庭　

一
樹

デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス�

桐
野　

夏
生

ア
ノ
ニ
ム�

原
田　

マ
ハ

疑
薬�

鏑
木　
　

蓮

ア
ン
カ
ー�

今
野　
　

敏

７
番
街
の
殺
人�

赤
川　

次
郎

十
歳
ま
で
に
読
ん
だ
本�

西
加
奈
子
ほ
か

め
ぐ
み
園
の
夏�

高
杉　
　

良

シ
ニ
ア
の
脊
柱
管
狭
窄
症�

紺
野
愼
一
ほ
か

は
ち
み
つ
ス
イ
ー
ツ�

若
山　

曜
子

毎
日
食
べ
た
い
混
ぜ
ご
は
ん�

秋
元　
　

薫

歌
舞
伎
の
解
剖
図
鑑�

　
　

和
子

●
絵
本
・
児
童
書

そ
ら
と
ぶ
ク
レ
ヨ
ン�
竹
下　

文
子

チ
ョ
プ
ラ
ン
漂
流
記　

お
船
が
か
え
る
日

�

小
林　
　

豊

う
し�

内
田
麟
太
郎

た
い
ふ
う
の
ひ�

武
田　

美
穂

オ
レ
ン
ジ
色
の
不
思
議�

斉
藤　
　

洋

へ
ん
し
ん
テ
ス
ト�

あ
き
や
ま
た
だ
し

靴
屋
の
タ
ス
ケ
さ
ん�

角
野　

栄
子

手
お
け
の
ふ
く
ろ
う�

ひ
ら
の
の
ぶ
あ
き

だ
じ
ゃ
れ
世
界
一
周�

長
谷
川
義
史

ね
こ
の
さ
ら�

野
村
た
か
あ
き

あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん�

い
も
と
よ
う
こ

そ
ら
ま
め
く
ん
の
は
ら
っ
ぱ
あ
そ
び

�

な
か
や
み
わ

き
み
も
こ
ね
こ
な
の
？

�

エ
ズ
ラ
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
キ
ー
ツ

恋
す
る
ぷ
に
ち
ゃ
ん

�

ジ
ュ
リ
ー
・
マ
ー
フ
ィ
ー

メ
リ
ー
メ
リ
ー
の
び
っ
く
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

�

ジ
ョ
ー
ン
・
Ｇ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

ヒ
ル
ダ
さ
ん
と
３
び
き
の
こ
ざ
る

�

ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ブ
レ
イ
ク

詳　

細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
25

－

３
１
８
８

お

し

ら

せ

●
作
品
展
出
展
者
募
集

　

「
第
56
回
足
寄
町
文
化
祭
」
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
を
展
示
会
場
と
し
て
、
書

道
や
絵
画
、各
種
創
作
作
品
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
作
品
が
毎
年
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
、
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
か
ら
個
人
の
出
展
ま
で
、
活
動
の
発
表
の

場
と
し
て
皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

期　

間　

11
月
10
日
㈮
～
11
月
14
日
㈫

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

作　

品　

書
道
、
絵
画
、
陶
芸
作
品
、
生
け

花
、
写
真
、
創
作
人
形
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
編
み
物
、
木
彫
作
品

　
　
　
　

そ
の
他
創
作
作
品
全
般

出
展
数　

一
人
３
点
ま
で

搬　

入　

11
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

搬　

出　

11
月
15
日
㈬

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
団
体
や
サ
ー
ク
ル
等
で
出
展
い
た
だ
け
る

方
は
、
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
関
係
上
、
事
前
に
ご
相
談
願
い
ま
す
。

※
今
年
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
関

係
で
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場
に
行
い
ま

す
。
展
示
場
所
・
期
間
等
が
変
更
に
な
り

ま
す
の
で
、
作
品
出
展
予
定
者
は
ご
確
認

願
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
詳
細　

生
涯
学
習
室

�
☎
25

－

３
１
８
８

●
「
噴
煙
」
原
稿
募
集

　

町
文
化
協
会
（
細
野
博
文
会
長
）
で
は
、

平
成
30
年
３
月
発
行
予
定
の
機
関
誌「
噴
煙
」

第
40
号
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品

　

創
作
・
戯
曲
、
評
論
・
回
想
、
随
筆
・
随

想
、詩
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
、写
真　

な
ど

締
切
日　

11
月
30
日
㈭

※
応
募
資
格
や
募
集
作
品
の
詳
細
に
つ
い
て

は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
温
水
プ
ー
ル
休
館

　

温
水
プ
ー
ル
は
、
機
器
点
検
お
よ
び
清
掃

等
の
た
め
、
11
月
の
１
カ
月
間
を
定
期
休
館

と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
12
月
１
日
㈮
か
ら

は
通
常
開
館
し
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
郷
土
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
郷
土
資
料
館
（
中

足
寄
）
で
収
蔵
・
展
示
可
能
な
郷
土
資
料
を

収
集
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
眠
っ
て
い
る
貴

重
な
資
料
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
特
に
収
集
し
て
い
る
資
料
】

・
昭
和
20
年
代
か
ら
50
年
代
頃
に
使
用
さ
れ

て
い
た
生
活
用
品
や
当
時
町
内
の
小
中
学

校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
等
。

・
廃
校
に
な
っ
た
町
内
の
学
校
関
係
資
料

・
町
内
に
あ
っ
た
関
連
施
設
に
関
す
る
資
料

　

（
硫
黄
鉱
山
、軍
馬
補
充
部
、森
林
鉄
道
等
）

詳　

細　

生
涯
学
習
室�
☎
25

－

３
１
８
８



1213

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

８月２日（水）

夏のひととき
〜七夕お楽しみ会〜

　町認定こども園どんぐり（佐竹桃代園長）

で七夕お楽しみ会が行われました。悪天候

により縁日は室内で行われましたが、子ど

もたちは色とりどりの浴衣や甚平に身を包

み、おもちゃすくいやくじ引きなどを楽し

みながら、夏のひとときを過ごしました。

　雨脚が弱くなると、外では保護者の会に

よる花火が盛大に打ち上げられ、会場から

は大きな歓声が起こっていました。

被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
に
は
？

効

き

目
・
安

全

性

は
？

医
療
費
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
！

新
し
い
被
保
険
者
証
は　
　

９
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す

　

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29
年
９
月
30
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
10
月
１
日
以
降
の
新
し
い

被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

新
薬
は
特
許
期
間
が
過
ぎ
る
と
、
そ
の
有

効
成
分
は
国
民
の
共
有
財
産
と
見
な
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
他
の
製
薬
会
社
が
同
じ
有
効

成
分
の
薬
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
医
薬
品

を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
い
い
ま
す
。

　

薬
局
で
薬
を
も
ら
う
た
め
の
処
方
箋
の
「
変

更
不
可
」
欄
に
「
×
」
や
「
✓
」
が
な
い
場

合
に
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
お
医
者
さ
ん
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
と
同
じ
有

効
成
分
を
同
じ
量
含
有
し
、
効
き
目
、
安
全

性
は
厚
生
労
働
省
が
承
認
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
製
品
に
よ
っ
て
は
、
服
用
し
や
す
い

よ
う
に
大
き
さ
や
、
味
・
香
り
な
ど
を
改
良

し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る
と
、

医
療
費
の
節
約
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
負
担
が

軽
く
な
り
ま
す
。
薬
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
新
薬
よ
り
３
割
以
上
、
中
に
は
５
割
以

上
安
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
住
民
票
に
記
載

さ
れ
た
住
所
の
世
帯
主
宛
て
に
世
帯
ご
と
に

ま
と
め
、
９
月
末
ま
で
に
簡
易
書
留
郵
便
で

お
送
り
し
ま
す
。

　

簡
易
書
留
郵
便
は
、
郵
便
物
を
配
達
員
が

直
接
手
渡
し
す
る
方
法
で
す
。
配
達
時
に
不

在
の
場
合
は
、
不
在
連
絡
票
が
郵
便
受
け
に

入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
保
険
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
８

詳　

細　

役
場
住
民
課
保
険
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
５

新
し
い
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

●
お
手
元
に
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、

氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
な
ど
の
記

載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
お
手
元
に

届
い
た
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

●
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
内
に
75

歳
に
達
す
る
場
合
や
退
職
者
医
療
制

度
に
該
当
す
る
場
合
な
ど
、
有
効
期

限
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者
証
は
、

返
還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
は
さ

み
で
裁
断
す
る
な
ど
、
ご
自
身
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
希
望
シ
ー
ル
を
新

し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
に

同
封
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

被保険者証（見本）

※被保険者証は１人１枚です。

※台紙から剥がしてお使いください。
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※「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員の負担合計の上限額を指し

「個人」とは、介護サービスを利用した本人の負担の上限を指します。

■高額介護サービス費見直し後の適用例

◆高額介護サービス費のお知らせ

平成29年８月から

高額介護サービス費の負担上限額（月額）が
変わりました！

■高額介護サービス費とは
　介護サービスを利用する場合にお支払いいただく利用者負担には、月々の負担上限額が設定されていま

す。これは、１カ月に支払った利用者負担の合計が負担の上限を超えたとき、超過分が払い戻されるとい

う制度です。

■主な変更点
　高齢化が進み介護費用や保険料が増大する中、サービスを利用している方としていない方との公平や、

能力に応じた負担をお願いする観点から、世帯のどなたかが住民税を課税されている方の負担上限が引き

上げられます。ただし、介護サービスを長期にわたり利用している方に配慮し、同じ世帯の全ての65歳以

上の方（サービスを利用していない方を含む）の利用者負担割合が１割の世帯は、年間４４６，４００円

の上限が設けられます（３年間の時限措置）。

詳　細� 役場福祉課介護保険担当　　　　　☎２５－２１４１　内線１３７・１３８

対象となる方
平成29年７月までの

負担の上限（月額）
平成29年８月からの負担の上限（月額）

現役並み相当の所得者がいる世帯の方 ４４，４００円（世帯） ４４，４００円（世帯）※

世帯のどなたかが

住民税を課税されている方
３７，２００円（世帯）

４４，４００円（世帯）

※同世帯全ての65歳以上の方（サービスを利用して

いない方を含む）の利用者負担割合が１割の世

帯に年間上限額（４４６，４００円）を設定。

世帯の全員が住民税を課税されていない方 ２４，６００円（世帯） ２４，６００円（世帯）

前年の合計所得金額と公的年金収入

額の合計が年間80万円以下の方等

２４，６００円（世帯）

１５，０００円（個人）

２４，６００円（世帯）

１５，０００円（個人）※

生活保護を受給している方等 １５，０００円（個人） １５，０００円（個人）

平成29年 ７月まで ８月から

月々の上限 ３７，２００円 ４４，４００円

年間の上限 なし なし

月々の上限 ３７，２００円 ４４，４００円

年間の上限 なし
４４６，４００円
（新設）

月々の上限 ３７，２００円 ４４，４００円

年間の上限 なし
４４６，４００円
（新設）

・住民税課税
・２割負担

・住民税課税
・１割負担

・住民税非課税
・１割負担

・住民税非課税
・１割負担

サービス利用者

サービス利用者

45歳息子サービス利用者

・住民税非課税
・１割負担

・住民税課税
・１割負担

※現役並み

　所得者以外

※40歳〜64歳は

１割負担

Ａ
世帯

Ｂ
世帯

Ｃ
世帯

マイナポータルで、
もっと便利に暮らしやすく

マイナポータルでできること

～マイナポータルサービスのご利用にはマイナンバーカードが必要です～

マイナポータルは、本年秋頃に本格運行するポータルサイ
トです。子育てや福祉・介護などの行政手続きがワンスト
ップでできたり、行政からのお知らせを受け取ることがで
きるようになります。

マイナポータル画面

マイナンバーカード見本

　行政機関等が保有する

「自分の特定個人情報」を確認

できます

「やりとり履歴」

行政機関同士が、住民の個人情

報を受け渡した履歴を確認でき

ます

「もっとつながる」

外部サイトを登録することで、

マイナポータルから外部サイト

へログインが簡単にできます

「ぴったりサービス」

地方公共団体の子育てに関する

サービスの検索やオンライン申

請ができます （子育てワンスト

ップサービスなど）

子育てワンストップサービスって何ですか？

　マイナポータルの「ぴったりサービス」を使用して、ご自身にあった子育てに関するサービスを検索

できたり、マイナンバーカードを使ってオンライン上で申請内容を送信したりすることができます。

〈オンライン申請ができる手続きの例〉　児童手当の手続き・妊娠の届け出など

　本町では北海道電子自治体共同システムの北海道電子申請サービスのサイト（ホームページアドレス

https://www.harp.lg.jp）から手続きができますので、足寄町のサービスを検索すると、北海道電子申

請サービスへのリンクが表示されます。

マイナンバーカードを受け取るには、平成27年10月に送付された

個人番号カード申請書に署名または記名・押印し、顔写真を貼り

付けて郵送するなどの方法があります。詳しくはマイナンバーカ

ード総合サイト（https://www.kojinbango-card.go.jp) をご覧い

ただくか、下記へお問い合わせください。

お問い合わせ先・詳細

マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８

平日　９：３０～２０：００　土日祝　９：３０～１７：３０

（年末年始を除く）

マイナポータルホームページアドレス（https://myna.go.jp）



1617

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
ま
だ
他

の
カ
ラ
マ
ツ
が
青
々
と
し
て
い
る
時
期
に
、

葉
が
枯
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る

カ
ラ
マ
ツ
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
カ
ラ
マ
ツ
ハ
ラ
ア
カ
ハ
バ
チ
（
以
下
、

ハ
バ
チ
）
の
幼
虫
が
集
団
で
カ
ラ
マ
ツ
の
葉

を
食
べ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
ハ

を
受
け
る
と
幹
の
生
長
量
が
低
下
し
ま
す
が
、

食
害
に
よ
る
材
質
の
低
下
は
ほ
ぼ
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
壁
村
勇
二
・
内
海
泰
弘
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

バ
チ
は
蜂
の
仲
間
で
す
が
、
人

を
刺
す
よ
う
な
針
は
な
く
、
人

を
攻
撃
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ハ
バ
チ
は
も
と
も
と
北
海

道
に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

道
内
に
カ
ラ
マ
ツ
が
植
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
移
入
し

て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
１
９
３
０
年
頃
に

新
冠
町
で
初
め
て
カ
ラ
マ
ツ
へ

の
被
害
が
記
録
さ
れ
、
１
９
７

０
年
代
後
半
に
道
内
各
地
に
大

規
模
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
頃
か
ら
十
勝
の
カ

ラ
マ
ツ
林
で
も
被
害
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
２
年

に
は
初
め
て
北
海
道
演
習
林
で

の
被
害
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
被
害
で
は
、
林
分

全
体
が
茶
色
く
枯
れ
た
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
立
木
が
枯
れ
る

こ
と
は
極
め
て
稀
で
す
。
被
害

カラマツハラアカハバチの幼虫

カラマツハラアカハバチ

11
Vol.

　阿寒国立公園は
「阿寒摩周国立公園」に
　　名称が変更されました

　阿寒国立公園は北海道の道東中央部に位置し、屈斜路・阿寒火山帯の活動によってできた阿寒、屈
斜路および摩周の３つのカルデラ地形を基盤とし、火山と森と湖が織りなす豊かな原生的景観を有す
る公園で、昭和９年12月４日に国立公園に指定されました。
　摩周カルデラ北側外輪山山麓に位置する神の子池は、これまで公園区域外に位置していましたが、
優れた自然景観を有し、多くの利用者が訪れる景勝地となっていることから、本公園をとりまく自然
的・社会的状況の変化を踏まえ、摩周カルデラ外輪山山麓の拡張をはじめとする公園区域の変更が行
われるとともに、平成29年８月８日付けで官報告示により、阿寒国立公園から阿寒摩周国立公園に名
称が変更されました。
詳　細� 役場経済課商工観光・エネルギー担当　☎２５－２１４１内線２５２

２
０
１
７
オ
ン
ネ
ト
ー
物
語

９
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

オ
ン
ネ
ト
ー
国
設
野
営
場

●
自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　

オ
ン
ネ
ト
ー
の
散
策
路
で
森
に
親
し
む
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

①
雌
阿
寒
岳
登
山
コ
ー
ス　
　
　

受
付

：

午
前
６
時
～
６
時
30
分　

雌
阿
寒
温
泉
前
広
場

　

②
オ
ン
ネ
ト
ー
湖
岸
遊
歩
道
コ
ー
ス　

受
付

：

午
前
９
時
30
分
～
10
時　
　

野
営
場

　

③
湯
の
滝
遊
歩
道
コ
ー
ス　
　
　
　
　

受
付

：

午
前
９
時
30
分
～
10
時　
　

野
営
場

●
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
出
店
コ
ー
ナ
ー 

●
農
産
物
の
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
表
彰
式

●
オ
ン
ネ
ト
ー
コ
ン
サ
ー
ト

※
雨
天
の
場
合
は
、
一
部
内
容
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
運
行

午
前
８
時
30
分
発　
　
　

午
前
９
時
30
分
着　
　

午
後
２
時
発　
　
　
　
　

午
後
３
時
着

詳　

細�

あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会　

☎
25

－

６
１
３
１

あ
し
ょ
ろ
銀
河

ホ
ー
ル
21

オ
ン
ネ
ト
ー

国
設
野
営
場

あ
し
ょ
ろ
銀
河

ホ
ー
ル
21

往
路

復
路

◆
年
金
の
お
知
ら
せ

受
給
資
格
期
間
が
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
は
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
資
格
期
間
が
原
則
と
し
て
25
年
（
３
０

０
カ
月
）
以
上
必
要
で
し
た
が
、
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
10
年
（
１
２
０
カ
月
）
以
上
あ
れ

ば
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
資
格
期
間
」
と
は

・
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
や
免

除
さ
れ
た
期
間

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
期
間
（
船
員
保
険
を
含

む
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
等
の
加
入

期
間
）

・
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
資
格

期
間
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
（
カ

ラ
期
間
と
呼
ば
れ
る
合
算
対
象
期
間
）

　

こ
れ
ら
の
期
間
を
合
計
し
た
も
の
が
「
資

格
期
間
」
で
す
。

※
年
金
額
は
、
納
付
し
た
期
間
に
応
じ
て
決

ま
り
ま
す
。

　

40
年
間
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、
満

額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
10
年
間

の
納
付
で
は
、
受
け
取
る
年
金
額
は
お
お
む

ね
そ
の
４
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
年
金
請
求
書
（
短
縮
用
）」
が
送
ら
れ

ま
す
。
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
予
約
の
上
、
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
す
べ
て
の
加
入
期
間
が
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
期
間
の
方
は
、
役
場
住
民
課
戸

籍
年
金
担
当
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
29
年
８
月
１
日
以
降
に
支
給
開
始
年
齢

に
到
達
す
る
方
（
資
格
期
間
が
10
年
以
上
の

方
）

　

支
給
開
始
年
齢
に
到
達
す
る
３
カ
月
前
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
年
金
請
求
書
（
事
前

送
付
用
）」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
金
請
求

の
受
け
付
け
は
、
支
給
開
始
年
齢
に
な
っ
て

か
ら
で
す
。
支
給
年
齢
に
到
達
し
ま
し
た
ら
、

年
金
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

詳　

細

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０

－

０
５
１
１
６
５

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１
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詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
58
回

宅
配
の
再
配
達
で
異
常
気
象
?!

�

～
荷
物
は
１
回
で
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
～

　

宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
各
地
の

名
産
品
を
お
取
り
寄
せ
し
た
り
、
日
用
雑
貨

品
を
自
宅
に
届
け
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
早
け
れ
ば
そ
の
日

の
う
ち
に
発
送
さ
れ
、
翌
日
や
翌
々
日
に
は

私
た
ち
の
手
元
に
到
着
し
ま
す
。
国
土
交
通

省
に
よ
る
と
、
全
国
の
家
庭
に
宅
配
便
で
届

く
荷
物
は
年
間
約
37
・
５
億
個
、
１
日
に
約

１
０
０
０
万
個
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
（
平

成
27
年
度
調
べ
）。

　

宅
配
サ
ー
ビ
ス
は
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
増
加
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

実
は
そ
の
う
ち
の
約
２
割
の
２
０
０
万
個
が

再
配
達
と
な
っ
て
い
る
の
を
皆
さ
ん
は
ご
存

じ
で
す
か
？

　

こ
の
状
態
が
続
く
と
異
常
気
象
や
自
然
災

害
の
原
因
と
い
わ
れ
る
「
地
球
温
暖
化
」
に

与
え
る
影
響
が
深
刻
化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

Ｑ

：
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
で
ま

す
か
？

Ａ
：

地
球
温
暖
化
は
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め

と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
が
大
き
な
要

因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
宅
配
便
の
再
配

達
で
、
年
間
約
42
万
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
が

発
生
し
、
こ
の
こ
と
は
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が

排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
量
全
体
の
１
％
に
相

当
し
ま
す
。
１
％
と
聞
く
と
、
わ
ず
か
に
感

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
労
働
力
に
換
算

す
る
と
全
宅
配
ド
ラ
イ
バ
ー
の
10
人
に
１
人

が
１
日
中
再
配
達
だ
け
を
し
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。

Ｑ

：

再
配
達
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

Ａ

：

自
分
が
注
文
し
た
商
品
の
配
達
に
関
心

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

名
産
品
の
お
取
り
寄
せ
注
文
な
ど
、
い
つ

入
荷
（
配
達
）
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
商
品

も
あ
り
ま
す
が
、
国
土
交
通
省
が
行
っ
た
宅

配
便
の
再
配
達
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
「
配
達
が
来
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
」

「
配
達
が
来
る
の
を
知
っ
て
い
た
が
留
守
に

し
て
い
た
」
と
い
う
回
答
が
約
４
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

再
配
達
に
よ
る
負
担
は
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
増
加
と
と
も
に
宅
配
の
コ
ス
ト
に
も
深

刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
例
え
ば
、
通
販
サ

イ
ト
に
「
送
料
無
料
」
と
記
載
さ
れ
て
い
て

も
、
実
際
に
は
コ
ス
ト
は
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
と
し
て
、
よ
り
少
な
い
回
数
で
宅

配
物
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
協
力
し
ま
し
ょ

う
。

参　

考

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
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d
an

k
ataisak

u
.en
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o.jp

/

coolch
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u
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ryu
/ #an

ch
orlin

k
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【
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の

�

ア
ド
バ
イ
ス
】

１

：

購
入
契
約
（
注
文
）
時
に
、
自
分

が
確
実
に
受
け
取
れ
る
方
法
を
選
択

し
ま
し
ょ
う
。

２

：

宛
先
は
、
地
番
や
部
屋
番
号
な
ど
、

細
か
い
場
所
ま
で
確
実
に
入
力
し
ま

し
ょ
う
。

３

：

定
期
的
な
配
達
物
が
あ
る
場
合
は
、

配
達
日
や
時
間
帯
の
希
望
を
通
販
サ

イ
ト
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

４

：

コ
ン
ビ
ニ
や
勤
務
先
で
受
け
取
り

が
可
能
な
場
合
は
積
極
的
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

５

：

送
る
と
き
は
相
手
の
受
け
取
り
や

す
い
時
間
帯
を
事
前
に
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

税務室からのお知らせ
固定資産税（家屋）とは

　毎年１月１日現在（「賦課期日」といいます）に家屋（住宅・店舗・物置等）を所有している人が、

その資産の評価額を基に算定された税額を納めていただく税金です。

　今年中（１月～12月）に新築や増改築された家屋は、翌年度から課税されます。

税額の計算方法

　評価額（課税標準額）×１．４％（税率）＝税額

固定資産税の対象（家屋）

　家屋とは、屋根および周壁またはこれに類するものを有し、土地に定着・固定した（基礎等）建物

であって、その目的とする用途に供しえる状態にあるものをいいます。（不動産登記法準則１３６条

によります）

　プレハブの勉強部屋（物置）やアルミ製サンルーム、スチール製の車庫等の簡易な家屋でも、設置

の状況等により20㎡以上の広さがある建物は課税となる場合があります。

　カーポートや塀、門扉、コンクリートブロック等を四隅に置いて、その上に設置しているものなど

は課税の対象とはなりません。

新築住宅の軽減措置

　新築後３年間（平成29年度新築の場合、平成30年度～平成32年度の３年間）の固定資産税が、居住

面積１２０㎡までの部分に限り２分の１に減額されます。

　※長期優良住宅は５年間減額されます。

　※軽減の適用を受けるためには、申告書の提出が必要です。

― 必 ず ご 連 絡 く だ さ い ―
～建物を新築や増築したとき～

　不動産登記法により、新築や増築した場合は法務局に建物登記申請をしなければなりません。申請

が受理されると、法務局から町に登記に関する連絡通知がありますので、固定資産の所有者として、

固定資産課税台帳に登録されます。

　ただし、事情により新築・増築された年内に登記申請ができない場合は「家屋所有者申出書」を町

に提出していただき、現所有者を認定し固定資産補充課税台帳に登録して課税させていただきます。

～家屋を取り壊したとき～

　家屋（車庫や物置等も含む）を取り壊したときは「固定資産（未登記家屋）異動届出書」を提出し

てください。届け出していただいた翌年度から、固定資産税がかからなくなります。

　なお、登記をされている家屋は、必ず法務局で滅失登記申請をしてください。町への「固定資産（未

登記家屋）異動届出書」の提出だけでは、登記は抹消されません。

～未登記家屋の所有者が変わった時～

　売買や相続等で変更したときは「固定資産（未登記家屋）異動届出書」を提出してください。

　届け出していただいた翌年度から名義が変更になります。

　なお、登記をされている家屋は、必ず法務局で所有権移転登記申請（名義変更）をしてください。

この手続きを怠ると相続や売買する際に、名義変更をすることが困難になったり、複雑になってしま

うことがあります。

家屋実地調査にご協力ください

　今年も家屋や車庫、物置等を新築・増築・改築した方を対象に、家屋実地調査を行っています。こ

の調査は、固定資産税の評価額を算出するためのものです。間取りや使用資材等を確認させていただ

きますので、ご協力をお願いします。

　また、来年度の評価替えに向けて、家屋や土地の課税漏れや軽減措置の適用が正しくされているか

固定資産評価補助員が実地調査を行っていますので、併せてご協力をお願いします。

� 詳　細　役場住民課課税担当　☎２５－２１４１　内線２３３・２３５
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①道路工事のため、以下の通り交通規制を行います。工事中は、片側交

互通行となりますのでご協力をお願いします。

工事箇所　　　　町道　中足寄愛冠線

工事期間　　　　平成30年２月９日㈮まで

詳　細� 役場建設課土木担当　　　☎２５－２１４１内線３７１

②電源開発㈱では、平成29年秋ごろから芽登第二発電所茂喜登牛水路橋

の更新工事を行います。

　水路橋は、町道茂喜登牛芽登線上空に架設された鉄筋コンクリート製

の導水路でありますが、昭和33年の供用開始から約60年が経過しました。

そこで、設備の信頼性向上を図りつつ町道を通過する第三者被害の防止

に万全を期すため、本設備を埋設型水路に更新（平成31年秋切替供用予

定）することになりました。

　本工事期間中において、町道茂喜登牛芽登線の一部区間が迂回路通行

規制されることになりますので、通行には十分注意してください。

　なお、既設水路橋の撤去工事は、平成31年秋ごろから行います。

詳　細　　　　　　　電源開発株式会社　東日本支店　上士幌電力所

� ☎０１５６４－２－４１０１

　本別町の特産品を20％ＯＦＦで購入できま
す。お世話になっているあの人への贈り物な
どにどうぞご利用ください。
　今回のギフトセットには、本別町ふるさと
納税の返礼品として、取扱中の商品もありま
す。ご自宅用としても、ぜひこの機会に本別
自慢の特産品を味わってみませんか。
内　容
・大自然の恵みを堪能！農産加工品17品
・良質な地元食材を使用！スイーツ10品
・安心の本別ブランド！キレイマメ３品
・本別のこだわりお肉！畜産品10品
※本別町ホームページから「本別町特産品ギ

フトセット」バナーをクリックしてください。
詳細・申込先　本別町観光物産センター
　　　　　　　（本別公園内義経の館）
� ☎２２－３３０６

　国内唯一のラリー国際格式レース「ラリー
北海道」が、今年も十勝を舞台に開催されま
す。陸別ステージは下記の日程で行われます
のでぜひご観戦ください。
日　時
９月16日㈯
１回目　午前８時28分
２回目　午前11時30分
３回目　午後１時25分

場　所　イベント広場
　　　陸別サーキット（陸別町ウエンベツ）
料　金  ステージ券　前売り２，０００円
　　　　　　　　　　当日　２，８００円
詳　細　陸別ラリーを成功させる会
　　　　（陸別町役場産業振興課内）
� ☎２７－２１４１

本別町特産品ギフトセット2017 ラリー北海道「陸別ステージ」開催

本　別　町 陸　別　町

東京と足寄を結ぶ・ふるさと会について 休日相談を開催します

就労支援に関する
巡回相談会を開催します

10月より狩猟期間に入ります
自衛隊各種学生を募集します

　第38回東京と足寄を結ぶ・ふるさと会を東京都で開催します。

　東京都や近県に住む足寄町出身やゆかりのある、ふるさと会に登録さ

れていない方のお名前と住所をお知らせください。

　また、町内の方で参加を希望する場合は、10月13日㈮までにご連絡く

ださい。

日　時　10月28日㈯　午後５時30分～

場　所　新宿プリンスホテル　　　　東京都新宿区歌舞伎町

参加費　（男性）　８，０００円　　　（女性）　７，０００円

　　　　（子ども）１，０００円

詳　細� 役場総務課広報広聴担当　☎２５－２１４１内線３３５

　釧路地方法務局では、地域の皆

さんの相談にお応えする「全国一

斉！法務局休日相談所」を開催し

ます。相談は無料です。

日　時　10月１日㈰
　　　　午前10時～午後３時

内　容　不動産の相続・贈与の登

記、住宅ローン、境界トラブル、

成年後見制度、戸籍、いじめ　他

申込期限　９月29日㈮
詳　細　釧路地方法務局帯広支局

　帯広市東５条南９丁目１番地１

� ☎０１５５－２４－５８２３

　十勝障がい者就業・生活支援セ

ンターだいちでは、平成19年から

地域にいても相談ができる体制づ

くりの一環として、就労支援に関

する巡回相談会を行っています。

また、当日は、午後２時から就労

支援に関するセミナーと情報交換

会も併せて開催します。

日　程　10月17日㈫
　午前11時～午後２時　※要予約

※別日程での相談も検討します。

場　所　本別町総合ケアセンター

申し込み・詳細

　　十勝障がい者就業

� ・生活支援センターだいち

� ☎０１５５－２４－８９８９

　道内には約45万頭（推定）のエ

ゾシカが生息し、エゾシカによる

農林業被害や交通事故が増加して

おり、私たちの生活に大きな影響

を与えています。

　道内の一般鳥獣狩猟期間は10月

１日から１月31日まで、エゾシカ

は10月21日から２月28日までとな

っています（一部地域を除く）。

　農作業や林内での作業、山登り

や山菜採り等で野山に入る場合に

は、目立つ服を着用するなど、十

分な注意が必要です。また、林道

などを車両で走行する場合は、安

全運転を心掛けるようお願いします。

詳　細� 役場経済課林業振興担当

� ☎２５－２１４１内線２４５

※応募資格は、高卒（見込含）21

歳未満の方

詳　細　自衛隊帯広募集案内所

� ☎０１５５－２３－８７１８

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

新人を紹介します

・年齢　45歳

・出身　浦幌町

・趣味　ドライブ・野球観戦

　「看護職員として町民の皆

さんに安心と安全な医療が提

供できるよう日々努力し、地

域医療に貢献できるよう頑張

っていきたいです。」

福井　理砂
国民健康保険病院看護師

善意のご寄付
ありがとうございます

町スポーツ少年団本部等へ

・足寄町商工会青年部（堂田

信悟部長）から

� ５万円

町へ

・加藤和二男さ
ん（平和）から

高齢者福祉のために

� 50万円

交　通　規　制　の　お　知　ら　せ

お知らせ 募　　集

募集種目 申込期限 試験日

防衛医科大学校

看護学科学生

９月29日㈮

10月14日㈯

防衛医科大学校

医学科学生

10月28日㈯
・29日㈰

防衛大学校生

（前期）
９月30日㈯

11月４日㈯
・５日㈰

←愛冠

茂喜登牛芽登線
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掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで
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☆本町出身でシンガーソングライタ

ーの松山千春さ
んが、８月20日、

新千歳空港で搭乗した飛行機の出

発が遅れていた際、乗客を和ませ

るために機内で「大空と大地の中

で」を熱唱したニュースはテレビ

や新聞、ＳＮＳ等多くのメディア

で取り上げられました。

☆他人とあまり関わらない、見て見

ぬふりをしてしまうことが多い社

会の中で、松山さんの取った行動

は、同じ足寄町民として、とても

誇らしく感じました。

☆普段の生活を送る中でも、周りの

状況を冷静に判断し、思いやりや

いたわりの心を持つことが大切な

のかもしれません。

矢野　智
とも

仁
ひと

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年９月９日生まれ）

　将来はスイマーではなく、伝

説のスライダーを投げる投手

か！？とりあえず、まずはその

肉厚ボディーの改造から始めよ

うね。

� 孝典・千鶴さ
んの子

� （中矢）

　８月15日に行われた「足寄ふるさと盆踊り・

両国花火大会」でのスナップです。

� （⇒２・３ページ）　

ひとのうごき

８月末の住民基本台帳

人　口　　７，０８５　人　（－８)

　男　　　３，４４１　人　（±０)

　女　　　３，６４４　人　（－８)

世　帯　　３，５４９世帯（＋４)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

中原　圭
けい

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年９月11生まれ）

　笑顔がキュートな癒やし系男

子。バナナが大好きで、ついつ

い食べ過ぎに…。両親と一緒に

運動に励む日々！これからもゆ

っくりのびのび育ってね。

� 拓也・亜里沙さ
んの子

� （南２条５丁目）
黒田　絢

けん

士
じ

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年４月８日生まれ）

　北海道の大自然とお兄ちゃん

に鍛えられながら、たくましく

育っているね。バスと自衛隊車

両が大好きなケンボー。これか

らもいっぱい遊ぼうね！

� 昌孝・安子さ
んの子

� （茂喜登牛）


